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私たちのまち甲府市は、豊かな自然や文化、地場産業などを活かし、山梨県の県都として、政治や経済の

中心的な役割を担ってきました。これまで六次にわたって総合計画を策定し、目指す都市像の実現に向けて

様々な関係者が一体となって取り組んできたことにより、自然豊かで暮らしやすく、活力ある都市が創られ、

中核市として今も発展を続けています。私たちは、この地域特有の豊かな財産を未来へ継承するとともに、

更に磨きをかけ、新たな魅力を創造していく必要があります。

近年、人口減少・少子高齢化や自然災害の激甚化といった課題のほか、デジタル技術の進展や価値観・ラ

イフスタイルの多様化など、社会経済情勢は大きく変化してきています。このような中でも、甲府に関わる

人々が夢と希望を持ち、充実した生活を送ることができるよう、多様な主体がつながり、支え合いながら成

長できる、魅力あふれる地域社会を築くことが重要です。

こうしたことを踏まえ、私たちは、市民や事業者、行政など、まちづくりに関わるあらゆる主体が一体と

なり協働しながら、ふるさとに誇りと愛着を持ち、人と人とのつながりを大切にして、互いを尊重する中で

自分らしく輝く人を育み、幸せを実感できる居場所となるまちを創り上げることを目標とします。

その実現に向けては、地域の特色を活かした魅力を伝承しながら多様な主体が関わり合い、新たな魅力を

創造することで、ふるさと甲府への誇りや愛着を一層醸成し人が育まれていくとともに、安全・安心で健や

かな暮らしを守りつつも、リニア新時代を見据えたまちづくりに取り組み、歴史や文化、地場産業など甲府

の魅力を磨き上げていくことで、誰もが幸せを感じ、夢を持って生き生きと暮らすことができる希望ある未

来を創り続け、多くの人に選ばれるまちとなることを目指し、次のとおり都市像を定めます。

　　 都市像77

幸せ実感　希望ある未来を創り続けるまち　甲府幸せ実感　希望ある未来を創り続けるまち　甲府


